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（1）河川水質調査 
 

① 河川の概況 

市内の河川流域を大きく分類すると、金勝川水系・葉山川水系・野洲川水系に分

かれ、流域は比較的短い河川が多く見られます。これらの河川は、豊かな自然環境

や水辺空間を創出するとともに、農業用水として広く利用されています。 

 

② 調査概要 

公共用水域の河川における環境基準の適合状況を把握するため、定期的に河川

の水質調査を実施しています。令和 6 年度も、図 1 のとおり市内の主要 12 河川

の 19 地点において、5 月、8 月、11 月、2 月の 4 回実施しました。 

ただし、6 番の里川については 11 月に河川取水を停止されており採水できな

い状態であったため、11 月の調査対象から外しています。 

 

図１：河川水質調査地点 

吉身川→ 

葉山川↑ 

↓野洲川 

今井川→ 

←金勝川 河川水質調査地点番号 

1 金勝川上流（御園） 

2 金勝川下流（下戸山） 

3 伊佐々川上流（岡） 

4 伊佐々川下流（小柿） 

5 岩屋川（中沢） 

6 里川（中沢） 

7 淵ヶ上川（霊仙寺） 

8 十里川上流（十里） 

9 十里川下流（十里） 

10 中ノ井川下流（霊仙寺） 

11 綣川（綣） 

12 中ノ井川中流（蜂屋） 

13 今井川（出庭） 

14 野洲川（出庭） 

15 中ノ井川上流（湖南市） 

16 葉山川上流（六地蔵） 

17 葉山川中流（安養寺） 

18 葉山川下流（中沢） 

19 吉身川（出庭）  

 

 

綣川↓ 

←十里川 

←中ノ井川 

↑伊佐々川 

里川→ 

↑岩屋川 

淵ヶ上川↑ 
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 ③ 調査項目 

水質汚濁に係る環境基準（生活環境を保全するうえで維持することが望ましい

基準として設定されたもの）に掲げられている項目を調査しました。 

ⅰ）生活環境の保全に関する環境基準 

水素イオン濃度（pH）・生物化学的酸素要求量（BOD）・浮遊物質量（SS）・溶存酸素量

（DO）・大腸菌群数の 5 項目について、各地点で年 4 回測定しました。基準には、公共用

水域の水質汚濁に係る環境基準のＡ類型※1 の目標基準を準用しています。 

ⅱ）人の健康の保護に関する環境基準 

調査項目は、カドミウム、シアン、鉛、砒素、総水銀、クロムの 6 項目で、各地点で年 1

回測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 調査結果（表 1） 

生活環境の保全に関する項目では、調査総数 375 件に対する環境基準達成数は

338 件で、全体の達成率は 90.1％でした。令和 5 年度（93.0％）より達成率は

下がりました。 

表 1 のとおり、生活環境の保全に関する環境基準では、水素イオン濃度（ｐH）、

大腸菌数は前年に比べて達成率が上がりましたが、生物化学的酸素要求量（ＢＯ

Ｄ）、浮遊物質量（ＳＳ）は、前年に比べて達成率が下がる結果となりました。 

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の達成率が下がった要因としては、５月の調査

日数日前の降雨の影響により、浮遊物質量（ＳＳ）が通常より高い河川が多く、そ

の影響を受け生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）も併せて高くなったものと考えられ

ます。 

令和 4 年度以降、大腸菌群数から大腸菌数に環境基準が見直されたことにより、

糞便汚染の指標性が高くなることが期待され、これに伴い達成率は過去と比較す

ると大幅に上昇しました。引き続いて、数値の動向を注視していきたいと考えます。 

また、人の健康の保護に関する項目は、全調査で環境基準を達成しています。 

水環境の保全のためには、公共下水道の整備や浄化槽設置の推進、それらの維持

管理に努めるとともに、より一層水環境に対する意識の向上に努めていく必要が

あります。 

※ 調査結果は、水量低下や降雨時の濁水等、時期や天候により影響される場合があります。 

※ 令和 6 年度の測定結果については、資料編Ｐ.21～Ｐ.27 に掲載しています。 

 

 

 

 

 

○環境基準とは 

 環境基本法に基づき、人の健康の保護および生活環境の保全のうえで、維持する

ことが望ましい環境の水準を国が定めたもので、「健康項目」と「生活環境項目」の

２種類があります。 

 健康項目は、全ての地域で一律の基準値ですが、生活環境項目については、対象

とする地域の立地条件や将来の利用目的などを考慮した「類型」という区分ごとに、

それぞれ基準値が設定されています。 

 このため、生活環境項目については、どの類型にあてはめられているかによって、

湖沼や河川ごとに基準値が決まります。 
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  表 1：生活環境の保全に関する環境基準及び達成状況 

                       達成状況の下段（ ）は令和 5 年度の達成率 
 
※1 公共用水域の水質汚濁に係る環境基準の水域類型Ａとは、水道 2 級（沈殿ろ過等による通常の

浄水操作を行うもの）、水産 1 級（ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産 2 級
及び水産 3 級の水産生物用）、水浴、Ｂ以下（Ａより低い基準）の利用目的の適応性があるものを
いいます。野洲川・葉山川は、公共用水域の水質汚濁に係る環境基準のＡ類型に指定されていま
すが、他の調査河川については指定がありません。よって参考値として、すべての調査河川にＡ
類型の目標基準を準用しました。 

※2 BODの環境基準の達成状況をみる場合、75％値(低濃度結果から数えて、測定回数(n回)×0.75
個目：例えば年間 12 回調査から得られた結果なら、低濃度結果から数えて 9 個目)をもって比較
するのが標準的な手法です。しかしながら、本市の場合のように年度で 4 回調査の場合は、精度
的な問題から 75％値ではなく、測定値を環境基準と比較します。 

※3 令和 4 年 4 月 1 日から、大腸菌群数に代わって大腸菌数に基準値と測定方法が改正されまし
た。 

 

河川水質調査採水状況 

  
No.2 金勝川 下流 No.7 淵ケ上川 

  
No.9 十里川 下流 No.18 葉山川 下流 

 

 

水域 

類型 

水素イオン 

濃度指数 

(ｐＨ) 

生物化学的 

酸素要求量 

(ＢＯＤ) 

浮遊物質量 

(ＳＳ) 

溶存酸素量 

(ＤＯ) 
大腸菌数※3 

Ａ※1 6.5 以上 

8.5 以下 
2 mg/l 以下 25mg/l 以下 7.5 mg/l 以上 

300CFU/ 

100ml 以下 

達成状況 

（％） 

81.3 

（78.4） 
 78.7

※2
 

（98.6） 

98.7 

（100） 

97.3 

（97.3） 

94.7 

（90.5） 
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表中の矢印は環境基準を表しています。

大腸菌数は数値の幅が非常に大きく、図示に適さないため除外しています。

ｐH

BOD （ｍｇ／L）

生活環境の保全に関する項目（河川ごとの年平均値）の推移

6

7

8

9

10

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝川上流

金勝川下流

伊佐々川上流

伊佐々川下流

岩屋川

里川

淵ヶ上川

十里川上流

十里川下流

中ノ井川下流

綣川

中ノ井川中流

今井川

野洲川

中ノ井川上流

葉山川上流

葉山川中流

葉山川下流

吉身川

0

1

2

3

4

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝川上流

金勝川下流

伊佐々川上流

伊佐々川下流

岩屋川

里川

淵ヶ上川

十里川上流

十里川下流

中ノ井川下流

綣川

中ノ井川中流

今井川

野洲川

中ノ井川上流

葉山川上流

葉山川中流

葉山川下流

吉身川
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DO （ｍｇ／L）

SS （ｍｇ／L）

6

7

8

9

10

11

12

13

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝川上流

金勝川下流

伊佐々川上流

伊佐々川下流

岩屋川

里川

淵ヶ上川

十里川上流

十里川下流

中ノ井川下流

綣川

中ノ井川中流

今井川

野洲川

中ノ井川上流

葉山川上流

葉山川中流

葉山川下流

吉身川

0

5

10

15

20

25

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝川上流

金勝川下流

伊佐々川上流

伊佐々川下流

岩屋川

里川

淵ヶ上川

十里川上流

十里川下流

中ノ井川下流

綣川

中ノ井川中流

今井川

野洲川

中ノ井川上流

葉山川上流

葉山川中流

葉山川下流

吉身川
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（2）事業所排水調査 

 
① 調査目的 

公害防止協定を締結している事業所を対象に、公共用水域に放流している排水の

水質調査を実施し、事業所排水の監視をしています。 

 

② 調査結果等 

公害防止協定締結事業所の内、公共下水道に接続がされていない食品製造（加工）

業など 6 事業所の 7 地点において、排水調査を行いました。 

結果は、表 2 に示すとおり、全ての事業所で基準値超過はありませんでした。

全ての事業所に対して、引き続き水質の適正な維持管理に努め、公害防止協定を遵

守するよう通知しました。 

なお、食品製造（加工）業の 1 事業所においては、調査対象となる工場を令和

5 年度から停止されているため、令和 6 年度は調査対象から外しています。 

 

表 2：業種別排水調査一覧（過去 3 年間） 

 

※ 協定基準値超過項目：無し 

 

 

調査年 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

業種別 

協
定
締
結
事
業
所
数 

調

査

事

業

所

数 

基
準
値
超
過
事
業
所
数 

協
定
締
結
事
業
所
数 

調

査

事

業

所

数 

基
準
値
超
過
事
業
所
数 

協
定
締
結
事
業
所
数 

調

査

事

業

所

数 

基
準
値
超
過
事
業
所
数 

総数 53 7 1 53 6 0 53 6 0 

食品製造(加工)業 8 3 0 8 2 0 8 2 0 

繊維工業 1 0 0 1 0 0 1 0 0 

畜産サービス業 1 1 0 1 1 0 1 1 0 

その他の製造業 

（コンクリート製造

業・プラスチック製造

業・化学工業） 

35 3 1 35 3 0 35 3 0 

その他の事業所 8 0 0 8 0 0 8 0 0 
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表 3：栗東市公害防止協定締結に伴う覚書排水基準値 

 
※pH の単位はなし、大腸菌群数の単位は個/ｍｌ 

 

 

 

 

水素イオン 生物化学的 化 学 的 浮　　遊 陰イオン

排 水 量 濃　度 酸素要求量 酸素要求量 物 質 量 総窒素 総リン 銅 亜　鉛 溶解性鉄 界　　面

（pH） （BOD) （COD） （SS） 植物油 鉱物油 活 性 剤

食品製造業 ５㎥以上 6.0～8.0 25 20 30 10 3 10 1 0.6 0.7 7 1500 0.5

繊維工業 ５㎥以上 6.0～8.0 25 25 30 10 3 8 0.5 0.6 0.7 7 1500 0.5

畜産農業 ５㎥以上 6.0～8.0 40 30 65 10 3 45 15 0.6 0.7 7 1500 0.5

畜産サービス業 ５㎥以上 6.0～8.0 15 15 20 10 3 20 5 0.6 0.7 7 1500 0.5

その他の製造業 ５㎥以上 6.0～8.0 15 15 20 10 3 8 0.5 0.6 0.7 7 1500 0.5

浄化槽 ５㎥以上 6.0～8.0 30 25 60 10 3 20 5 0.6 0.7 7 1500 0.5

ホテル・食堂等サービス業 ５㎥以上 6.0～8.0 35 30 60 10 3 20 5 0.6 0.7 7 1500 0.5

その他の事業所 ５㎥以上 6.0～8.0 15 15 20 10 3 20 2 0.6 0.7 7 1500 0.5

（単位：㎎/ℓ）

ノルマルヘキ

サン抽出物質

　　　　項　目

　業　種

大腸菌
群　数

事業所排水調査採水状況 

 

  

製造業 食品製造業 

  

  

製造業 畜産サービス業 
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（3）大気環境調査 
 

① 大気環境の概況 

大気汚染は、工場などの固定発生源や自動車などの移動発生源から、二酸化窒素

や浮遊粒子状物質などの汚染物質が排出されることによって起こります。 

大気汚染物質の濃度が高くなると、人の健康や動植物の生育に悪影響を及ぼしま

す。 

本市は、名神高速道路や国道 1 号線・8 号線などの主要幹線道路が通過してお

り交通量が多いことから、車の排気ガス等が大気環境に影響を与えることが懸念さ

れます。 

 

② 大気環境調査の概要 

大気環境の環境基準適合状況を把握するため、2 ヶ月に 1 回、図 2 に示す市内

5 か所の調査地点において、浮遊粒子状物質・二酸化硫黄濃度・二酸化窒素濃度に

ついて調査しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図２：大気環境調査地点 

 

●２ 

●５ 

●１ 

●３ 

●４ 

大気環境調査地点 

1 金勝小学校（御園） 

2 大宝小学校（綣） 

3 コミュニティセンター葉山（高野） 

4 栗東市役所（安養寺） 

5 湖南広域消防局中消防署（小柿） 
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③ 調査結果 

令和 5 年度に引き続き、令和 6 年度も下表 4 のとおり、全地点で環境基準を達

成した。 

良好な大気環境を維持するためには、エコドライブやアイドリングストップなど、

個人で出来ることから取り組んでいくことが必要です。 
※令和 6 年度の測定結果については、資料編Ｐ.28 に掲載しています。 

 

表 4：大気の汚染に係る環境基準及び達成状況 

達成状況の下段（ ）は令和 4 年度の達成率 

備考：1. 環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域または場所

については、適用しない。  

2. 浮遊粒子状物質とは大気中に浮遊する粒子状物質であってその粒径が 10μm 以下の

ものをいう。  

3. 二酸化窒素について、1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾー

ン内にある地域にあっては、原則としてこのゾーン内において現状程度の水準を維持し、

又はこれを大きく上回ることとならないよう努めるものとする。 

 

大気環境調査測定状況 

 

 

 

物質 環境上の条件 達成率（％） 

浮遊粒子状物質 

（ＳＰＭ） 

1 時間値の 1 日平均値が 0.10mg／㎥以下であり、かつ、

1 時間値が 0.20mg／㎥以下であること。 

100 

（100） 

二酸化硫黄 

（ＳＯ2） 

1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、1

時間値が 0.1ppm 以下であること。 

100 

（100） 

二酸化窒素 

（ＮＯ2） 

1 時間値の 1 日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm まで

のゾーン内またはそれ以下であること。 

100 

（100） 

  
湖南広域行政組合 中消防署 金勝小学校 屋上 

  
大宝小学校 屋上 栗東市役所 屋上 
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表中の矢印は環境基準を表しています。

浮遊粒子状物質（mg/㎥）

二酸化硫黄（ppm）

二酸化窒素（ppm）

大気環境基準項目の経年推移

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝小学校屋上

大宝小学校屋上

コミセン葉山

栗東市役所

湖南広域中消防署

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

金勝小学校屋上

大宝小学校屋上

コミセン葉山

栗東市役所

湖南広域中消防署

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10
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（4）環境騒音調査 

 
① 調査目的 

騒音は、私たちの日常生活と関係が深いことから、身近な公害問題となること

が多く、「感覚公害」とも言われています。市内における騒音問題は、自動車騒音、

工場・事業者による騒音、工事現場等から発生する作業音に加え、日常の家庭生

活に起因する音など、近年多様化が進んでいます。市では、住居地域における生

活環境の騒音状況を把握するため、図 3 のとおり市内 10 地点で調査を実施しま

した。 

 

 

 
 

 

 

図３：環境騒音調査地点 
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●7 
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●6 

●4 

●3 

●2 

●1 

●10 

騒音調査地点 

１ 治田小学校 

２ 治田西小学校 

３ 十里体育館 

４ 大宝小学校 

５ 栗東駅前東側 

６ 済生会駐車場前 

７ 葉山小学校 

８ 金勝小学校 

９ 井上公民館 

10 市役所本庁舎 
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② 調査結果等 

  表 5 のとおり、昼夜とも全調査地点 10 地点 60 測定点のすべてで環境基準を

満たしておりました。 

 
表 5 令和 6 年度 環境騒音調査結果 

 
 

 

表 6 騒音に係る環境基準 

地域の類型 
基準値 

昼間 夜間 

ＡＡ 50ｄＢ以下 40ｄＢ以下 

ＡおよびＢ 55ｄＢ以下 45ｄＢ以下 

Ｃ 60ｄＢ以下 50ｄＢ以下 

 

 

 
 

騒音計による測定の状況 

  

栗東市役所前             栗東市役所前（拡大） 

3月20日（木）

測定時間 ①6～9時 ②9～12時 ③13～16時 ④18～21時 ⑤22～1時 ⑥1～4時

1 治田小学校 A
５５
４５

46.0 47.8 47.5 46.9 39.7 38.6

2 治田西小学校 A
５５
４５

47.3 51.4 47.0 43.0 37.9 38.0

3 十里体育館 B
５５
４５

43.0 49.7 44.7 42.7 34.3 34.9

4 大宝小学校 C
６０
５０

47.8 49.7 48.1 46.2 40.4 32.4

5 栗東駅前東側駐車場 C
６０
５０

49.7 51.8 49.5 50.1 41.1 37.4

6 済生会職員駐車場前 B
５５
４５

48.8 49.7 47.9 44.3 41.0 43.1

7 葉山小学校 A
５５
４５

51.2 49.4 48.2 48.1 42.7 43.9

8 金勝小学校 A
５５
４５

49.0 46.5 48.7 40.4 37.3 36.2

9 井上公民館 B
５５
４５

43.7 42.6 41.7 37.5 38.4 36.1

10 市役所前駐車場 C
６０
５０

49.3 48.3 45.3 44.8 41.0 43.8

：環境基準超過（今回なし）

調査地点・結果 測　定　日 3月19日（水）

測定地点

環境基準
上段：昼間
下段：夜間類型区分 昼　　間 夜　　間

注 1：地域の類型 

AA：療養施設、社会福祉施設などが集合して設置 

される地域など特に静穏を要する地域 

A ：専ら住居の用に供される地域 

B ：主として住居の用に供される地域 

C ：相当数の住居と併せて商業、 

工業の用に供される地域 

注 2：時間の区分 

昼間：午前 6 時から午後 10 時まで 

夜間：午後 10 時から午前 6 時まで 
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（5）自動車騒音常時監視および振動調査 

 
① 調査目的および実施 

    市内の主要幹線道路を対象とし、自動車騒音および道路交通振動の常時監視

を実施しました。本調査は、評価対象路線※における騒音に係る環境基準の達成

状況を把握し、総合的な沿道の騒音、振動対策のための施策への反映を図る基礎

資料とすることを目的としています。 

    令和6年度については、図4のとおり1路線・2地点について、調査を実施しま

した。 

    
※評価対象路線：2車線以上の車線を有する道路、市道にあっては4車線以上の車線を有する区間 

 

 

 
 

図４：自動車騒音常時監視および振動調査路線 

２ 

１ 

常時監視路線 

１．県道上砥山上鈎線（上砥山～小野） 

路線延長 0.6ｋｍ 

２．県道上砥山上鈎線（小野～上鈎） 

  路線延長 2.7ｋｍ 
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③ 調査結果 

騒音調査および振動調査について、道路近傍地点における昼間および夜間の

騒音レベル、振動レベルとも、環境基準値を下回っていました。 

 

※ 昼間：6時～22時、夜間：22時～翌6時 

※ 騒音に係る環境基準（道路に面する地域：幹線交通を担う道路に近接する空間） 

※ 自動車騒音の状況の常時監視は、自動車騒音の状況及び対策の効果等を把握し、自動車騒音 

公害防止の基礎資料となるよう、道路を走行する自動車の運行に伴い発生する騒音に対して 

地域が曝される年間を通じて平均的な状況について、全国を通じて継続的に把握することを 

目的としています。本市については、実施計画を作成し、各調査地点を5年に1回のローテー 

ションで調査を実施しています。また、調査結果を環境省に報告しています。  

   ※ 昼間：6時～22時、夜間：22時～翌6時 

 

調査箇所状況 

 
県道上砥山上鈎線（上砥山～小野）      （小野～上鈎） 

 
 

 

 

 

表7 騒音測定結果（道路に面する地域）  

路線名 測定年月日※1 
基準時間帯 環境基準値 

昼間 夜間 昼間 夜間 

県道 

上砥山上鈎線 

上砥山～ 

小野 
R7.2.27～28 66dB 59dB 

70dB 65dB 
小野～ 

上鈎 
R7.2.25～26 66dB 63dB 

表8 道路近傍地点における振動レベル 

路線名 測定年月日※1 
基準時間帯 

備考 
昼間 夜間 

県道 

上砥山上鈎線 

上砥山～ 

小野 
R7.2.27～28 37dB 22dB 

およそ55dBと

されている、人

が振動を感じる

最小の値（振動

感覚閾値）以下   

小野～ 

上鈎 
R7.2.25～26 34dB 26dB 
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（6）公害苦情状況 

市民から本市へ寄せられる公害苦情は、大気汚染、水質汚濁、騒音・振動、悪臭等が

あります。苦情の対応は、市民の生活に密着した問題であり、その適切な処理は、地域

の良好な生活環境の保全や公害問題の未然防止のためにも重要です。 

近年の苦情の内容は多種多様で、隣近所の苦情相談など、法律や条例では対処できな

いものが増えています。 

 

表 9 令和 6 年度公害苦情対応件数 

 

表 10 公害苦情対応件数推移 

 
令和 6 年度の公害等に関する苦情の通報件数は 49 件で、令和 6 年度より 20 件減

少しました。 

項目別では、大気汚染についてはほとんどが「野焼き」に関する苦情であり、家庭ご

みの不適正な焼却のほか、一部例外的に認められている農業に関する焼却についての

苦情も多く寄せられています。 

水質については、河川や水路等、公共水域への油流出事故が大半を占めており、事業

所内での事故、車両の事故によるオイルの流出等が主な原因です。また、水路の水位低

下が原因となる魚のへい死もありました。 

騒音・振動については、建物の解体工事や建設工事による騒音苦情が多く、工場操業

に係る騒音、空調室外機が起因となる騒音苦情が一部あります。 

※公害苦情の詳細は、資料編Ｐ.29に掲載しています。 

44

14
31 37

23

16

14

13
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6

6

3 4

5

9

6

13
16

10

4

0

3
2

1

0

20

40

60

80

100

R2 R3 R4 R5 R6

（件） 公害苦情件数

その他

騒音・振動

悪臭

水質汚濁

大気

項 目 
令和 6 年度 

件 数 
内  容 

参 考 

R1 R2 R3 R4 R5 

大気汚染 23 ごみの焼却、煙やにおい等 28 44 14 31 37 

水質汚濁 10 油流出、魚へい死等 30 16 14 13 10 

騒音・振動 10 工事の騒音、空調室外機等 12 9 6 13 16 

悪 臭 5 食品工場からのにおい等 5 6 6 3 4 

その他 1 水路堆積物について 0 4 0 3 2 

計 49  75 79 40 63 69 
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〇対応事例 

 
① 大気汚染：農業者刈草の焼却    家庭ごみの野焼き 

    

 

 

 

 

 

② 水質汚濁：油流出事故        魚のへい死        交通事故による油漏洩                     

 

 

 

 

 

   

③ 騒音振動：工事現場作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 

 

（7）地球温暖化防止の取り組み推進（令和 6 年度） 
 

①太陽光発電システム設置補助事業実施 

温室効果ガスの排出抑制、再生可能エネルギーの積極的な活用を推進することを

目的とし、太陽光発電システムや蓄電池を個人の既存住宅に設置する方を対象に補

助金の交付を実施しました。 

滋賀県（淡海環境保全財団）が実施する淡海環境保全財団スマート・ライフスタイ

ル普及促進事業補助制度のうち、基本対策推進事業に該当する個人用の既存住宅に

太陽光発電システムおよび家庭用蓄電池を設置し、令和 6 年度の財団補助金の交付

決定を受けた事業を対象に、上乗せ補助を行いました。 
 

【補助対象設備および補助額】 

 住宅用太陽光発電システム：1ｋW あたり 1 万 5 千円、上限 4 万円 

 家庭用蓄電池：1 件あたり 5 万円 

 

②エネ家電購入補助事業実施 

省エネ家電によりエネルギーを合理的に使用し、地球温暖化対策の推進を図ると

ともに、エネルギー価格等の物価高騰の影響を受けた生活者の負担軽減を目的とし

て、省エネ家電製品を購入する方を対象に補助金の交付を実施しました。 

 

【補助対象設備および補助額】 

対象設備：エアコン、冷蔵庫、冷凍庫（最新の省エネ基準達成率 100％以上のもの） 

補助額：本体購入価格の 2 分の 1 の額、上限を 3 万円 

 

③広報等による啓発 

広報やホームページ等により、栗東市環境基本計画や地球温暖化防止等の環境関

連の情報を提供することで、環境意識の向上を図っています。 

 

広報りっとうへ掲載 

・7 月号… 

今年の夏もみんなで節電！ 

夏は冷房の使用などにより電力需要が増える季節です。特に日中（9 時から 20

時の間）は、家庭を含む全体の電力需要が大きくなります。 

  熱中症等に気をつけて健康に無理のない範囲で、できる限りの節電・省エネルギー

に取り組みましょう。 

  節電と省エネへの一工夫 対策例紹介（エアコン冷房編、冷蔵庫編、テレビ編） 

 

・9 月号… 

野焼きは禁止されています 

廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きについては廃棄物の処理及び清掃に関する法

律において原則禁止されています。 

また、一定の構造基準を満たしていない焼却炉についても使用が禁止されていま

す。 

野焼きは有害ガスや悪臭の発生による健康被害を引き起こすだけでなく、火災の

原因となる危険性があるので絶対に行わないでください。 
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  焼畑等の農業を営むためにやむを得ない焼却など、法律で一部例外として認めら

れている事例もありますが、周辺の生活環境を阻害する場合や危険な場合は行政指

導の対象となり、焼却を直ちに中止していただくこともあります。 

  刈り取った草や庭木を剪定した枝を含め、家庭から出るごみは正しく分別し、決め

られた日にごみ集積場へ出すか、事前に環境政策課で自己搬入申請手続きをしたう

えで、環境センターへ直接搬入してください。 

 

 

・10 月号… 

10 月 1 日は「浄化槽の日」 

浄化槽が正常に機能しないと、川の汚染や悪臭の原因になります。良好な環境を維

持するため、浄化槽を使用している人は、次の 3 つの義務を守り、適正な管理に努

めましょう。 

≪保守点検≫ 

浄化槽の正常な機能を維持するために、定期的な点検や調整および必要な修理 

≪清掃≫ 

年 1 回以上の浄化槽内に生じた汚泥の引き抜き、洗浄、清掃 

≪法定検査≫ 

年 1 回の保守点検とは別の浄化槽の外観、水質などに関する検査 

 

・1 月号… 

地球温暖化の防止にもつながる「冬の省エネ・節電対策」 

冬季は暖房の使用などにより、電気・石油・ガスなどエネルギーの消費が増大しま

す。一人ひとりが毎日の暮らしの中でエネルギーを効率的に使い、ムダを省きましょ

う。 

冬の省エネ・節電対策例紹介（暖房について） 

 

④グリーン購入 

  グリーン購入とは、購入の必要性を十分に考慮し、環境負荷ができるだけ小さい製

品やサービスを、環境負荷の低減に努める事業者から優先して購入することです。 

市では、物品を調達する際、グリーン購入に努めています。 

  

グリーン購入の取り組み啓発として、県内の市町で

「買うならエコ！」リレーを実施し、本市においては

令和 6 年 7 月 22 日（月）から 7 月 25 日（木）ま

で栗東市役所庁舎 1 階にてパネル展示を行いました。 

 

▲パネル展示の様子 

⑤環境学習 

 身近なふるさとの川で水質調査や水中の生物を観察して、水環境について親子で楽

しく学ぶ機会として、滋賀大学「環境学習支援士」会と共催する、「ワクワクかんきょ

う塾」～夏休み川の学校ｉｎ細川探検～について、8 月 3 日の開催を企画しました。

しかし、開催日当日は滋賀県下に熱中症警戒アラートが発令されたため、参加者等の健

康管理を優先し、開催の中止を判断しました。 

 

予定した日：令和 6 年 8 月 3 日（土） 

 場   所：一級河川 細川（金勝小学校裏）、コミュニティセンター金勝   
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（8）令和 6 年度 不法投棄パトロール状況 
 

本市では、廃棄物の不法投棄の防止対策の一環として、市長が委嘱する非常勤特別

職の公務員となる不法投棄監視員を設置し、現在 8 名がエリアを分担してそれぞれ月

2 回以上のパトロールを実施しています。 

 
一般廃棄物（家庭ごみ）の不法投棄          産業廃棄物と思われる不法投棄 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

表 11 不法投棄月別回収件数（令和 6 年度） 

  
 

 

 

表 12 不法投棄年度別回収件数（過去 10 ヵ年） 

 
 

 

 

 

月 金勝 治田 大宝 葉山 件数 量(kg)

4月 0 0 0 0 0 0

5月 0 1 0 0 1 10

6月 0 1 0 0 1 10

7月 0 1 0 2 3 70

8月 0 2 0 0 2 20

9月 0 1 0 1 2 20

10月 0 0 0 1 1 0

11月 0 1 0 0 1 10

12月 1 0 1 0 2 10

1月 0 1 0 0 1 10

2月 0 1 0 0 1 20

3月 0 0 0 1 1 10

合計 1 9 1 5 16 190

年度 件数 量(kg)
27 71 2,361
28 41 2,558
29 52 2,210
30 47 1,240
R1 23 580
2 48 1,262
3 25 535
4 54 1,580
5 16 460
6 16 190

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

大宝 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

金勝 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

葉山 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0 1

治田 0 1 1 1 2 1 0 1 0 1 1 0

0

1

2

3

4
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7

8
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件数 令和6年度 不法投棄月別回収件数
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令和 6 年度 河川水質調査結果 

 

環境基準超過

　　地点名（地点統一番号） 栗東市御園（　　１　　）

　　　　　［類　　　　型］ 金勝川上流　（御園）　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 9:21 9:18 9:15 9:05

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 20.0 29.0 9.0 7.0

一 水温（℃） 19.1 26.8 10.7 7.5
4.0 32 8.0 7.1

河 0.38 0.43 0.62 0.71
般 2.8 3.8 2.4 2.4

川 0.06 0.33 0.09 0.07
>50 >50 27 >50

項 生 7.2 7.4 7.9 7.3
活 9.2 8.1 11 12
環 1.3 1.0 1.3 0.9

目 境 3.0 3.9 3.1 2.0
項 3.8 4.2 16 2.6
目 47 170 150 5

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.03 0.03 0.02 0.01
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.63 0.46 0.67 0.32
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.040 0.066 0.044 0.009

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） <0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市下戸山（　　２　　）

　　　　　［類　　　　型］ 金勝川下流（下戸山）　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.15 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 9:42 9:45 9:36 9:20

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 21.0 29.0 10.0 7.0

一 水温（℃） 20.9 28.5 11.1 6.9
1.6 22 20 9.8

河 0.43 0.60 0.51 0.42
般 2.7 9.5 13 13

川 0.02 0.06 0.05 0.03
>50 >50 >50 >50

項 生 7.6 7.7 7.5 7.3
活 9.2 8.6 12 12
環 2.2 1.0 1.4 <0.5

目 境 4.2 4.4 2.4 2.7
項 8.0 3.4 3.6 3.4
目 18 100 74 130

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.04 0.04 0.03 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.56 0.45 0.36 0.37
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.062 0.054 0.021 0.009

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） <0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市岡（　　３　　）

　　　　　［類　　　　型］ 伊佐々川上流　（岡）　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 9:37 10:02 9:55 9:37

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 21.0 32.0 11.0 7.0

一 水温（℃） 22.5 31.2 12.4 7.2
3.4 2.2 0.26 0.28

河 0.17 0.18 0.22 0.23
般 2.0 2.0 2.0 2.0

川 0.17 0.10 0.01 0.01
30 >50 >50 >50

項 生 7.5 7.8 8.6 8.1
活 11 9.7 14 15
環 2.7 0.9 1.0 0.7

目 境 6.6 5.0 2.9 3.0
項 16 3.9 0.8 <0.5
目 14 280 15 3

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.05 0.06 0.04
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.95 0.99 0.81 0.87
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.11 0.10 0.025 0.011

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市小柿（　　４　　）

　　　　　［類　　　　型］ 伊佐々川下流（小柿）　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 10:17 10:24 10:12 9:50

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 21.0 32.0 11.0 7.0

一 水温（℃） 21.7 31.2 12.6 7.3
21 15 15 11

河 0.27 0.19 0.17 0.12
般 4.1 4.2 4.3 4.3

川 0.31 0.31 0.34 0.33
>50 >50 >50 >50

項 生 7.7 7.9 8.1 7.8
活 9.5 8.7 12 13
環 2.2 0.6 0.9 0.6

目 境 5.5 4.2 1.9 2.4
項 12.0 2.1 <0.5 <0.5
目 90 88 52 21

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.06 0.03 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.78 0.75 0.38 0.33
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.081 0.091 0.014 0.013

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市中沢（　　５　　）

　　　　　［類　　　　型］ 岩屋川　（中沢）　　　　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 10:30 10:31 10:20 10:01

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 22.0 31.0 11.0 7.0

一 水温（℃） 21.8 29.6 12.2 7.9
2.1 0.31 2.1 0.44

河 0.37 0.19 0.33 0.18
般 2.8 2.8 2.7 2.7

川 0.03 0.01 0.04 0.02
>50 >50 >50 >50

項 生 7.6 7.7 7.6 7.4
活 8.9 7.7 11 12
環 2.1 0.7 0.9 1.1

目 境 5.5 4.2 1.8 2.6
項 8.0 2.0 1.2 <0.5
目 11 60 96 8

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.05 0.03 0.11
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.72 0.74 0.38 0.33
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.077 0.089 0.016 0.014

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市中沢（　　６　　）

　　　　　［類　　　　型］ 里川　（中沢）　　　　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 10:43 10:47 － 10:10

天候 曇り 晴れ － 曇り
気温（℃） 21.0 32.0 － 7.0

一 水温（℃） 22.4 30.9 － 7.1
0.089 2.2 － <0.001

河 0.12 0.12 － 0.19
般 2.0 2.1 － 2.0

川 0.01 0.15 － 0.01
>50 >50 － >50

項 生 7.8 8.8 － 8.0
活 10 11 － 13
環 2.4 1.4 － 1.2

目 境 5.1 5.1 － 3.1
項 3.6 2.7 － 0.8
目 1000 24 － 26

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.08 － 0.05
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.45 1.1 － 0.30
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.051 0.11 － 0.018

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市霊仙寺（　　７　　）

　　　　　［類　　　　型］ 渕ヶ上川（霊仙寺）　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 11:07 11:11 10:54 10:40

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 22.0 32.0 12.0 7.0

一 水温（℃） 22.9 30.4 15.7 8.5
3.6 19 1.9 1.5

河 0.16 0.30 0.15 0.13
般 4.2 4.2 4.1 4.1

川 0.09 0.25 0.05 0.05
<50 >50 >50 >50

項 生 7.6 7.7 9.4 9.1
活 9.9 9.5 16 15
環 2.1 1.0 1.2 0.5

目 境 4.5 3.3 2.3 2.8
項 6.6 1.5 1.0 <0.5
目 5 60 13 5

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.03 0.06 0.03 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.57 0.52 0.17 0.46
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.048 0.068 0.013 0.009

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市十里（　　８　　）

　　　　　［類　　　　型］ 十里川上流　（十里）　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 13:00 13:20 11:37 11:17

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 33.0 13.0 7.0

一 水温（℃） 23.8 30.8 16.3 8.5
11 11 0.33 1.3

河 0.28 0.43 0.13 0.39
般 1.7 1.7 0.9 0.9

川 0.40 0.25 0.05 0.06
40 >50 >50 >50

項 生 7.7 8.1 8.3 8.0
活 9.8 8.9 12 12
環 2.0 1.6 1.1 0.7

目 境 4.5 3.8 2.2 2.6
項 8.6 9.3 0.8 5.6
目 58 78 1 12

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.05 0.04 0.01
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 1.2 0.77 1.0 0.84
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.13 0.089 0.033 <0.005

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市十里（　　９　　）

　　　　　［類　　　　型］ 十里川下流（十里）　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 11:32 11:42 11:20 11:07

天候 晴れ 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 22.0 32.0 13.0 7.0

一 水温（℃） 23.1 30.3 13.5 8.5
31 24 0.93 7.1

河 0.20 0.16 0.16 0.21
般 2.5 2.5 2.5 2.5

川 1.0 1.0 0.04 0.20
46 >50 >50 >50

項 生 7.7 8.0 9.1 8.3
活 9.6 8.2 13 12
環 2.3 1.0 2.0 0.9

目 境 5.7 3.7 2.0 2.9
項 11 3.6 1.0 3.6
目 8 130 350 180

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.06 0.04 0.04 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 1.4 0.57 0.70 0.74
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.16 0.071 0.048 <0.005

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市霊仙寺（　　１０　　）

　　　　　［類　　　　型］ 中の井川下流（霊仙寺）　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 11:21 11:25 11:16 10:55

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 22.0 33.0 13.0 7.0

一 水温（℃） 22.1 32.0 14.1 9.1
23 55 0.25 0.70

河 0.18 0.79 0.20 0.23
般 5.5 7.8 0.70 0.70

川 0.39 0.15 0.03 0.07
30 >50 >50 >50

項 生 7.5 8.0 8.3 8.6
活 8.7 8.4 12 11
環 1.9 0.9 2.3 1.2

目 境 5.1 4.1 2.2 3.8
項 22 12 1.8 2.0
目 32 140 44 230

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.04 0.03 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.75 0.70 0.30 0.69
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.071 0.094 0.020 0.024

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市綣（　　１１　　）

　　　　　［類　　　　型］ 綣川（綣）　　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 13:21 13:35 11:50 11:33

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 33.0 13.0 7.0

一 水温（℃） 24.8 30.0 12.3 8.3
34 35 <0.001 8.3

河 0.27 0.45 <0.001 0.21
般 4.7 5.2 3.9 3.9

川 0.45 0.25 0.11 0.17
35 >50 >50 >50

項 生 8.2 7.9 8.6 8.9
活 9.3 8.2 11 14
環 2.4 1.5 3.2 <0.5

目 境 5.4 4.0 4.9 3.0
項 19 5.8 2.2 1.8
目 44 62 500 59

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.04 0.06 0.01
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.89 0.57 0.64 0.67
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.094 0.11 0.10 <0.005

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市蜂屋（　　１２　　）

　　　　　［類　　　　型］ 中の井川中流（蜂屋）　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 13:35 13:46 13:30 13:01

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 33.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 24.5 30.3 16.2 9.9
21 25 3.4 5.6

河 0.31 0.46 0.14 0.18
般 3.4 2.4 2.3 2.3

川 0.33 0.38 0.18 0.23
38 >50 35 >50

項 生 7.7 8.3 10.4 8.2
活 9.2 8.1 9.8 12
環 2.0 1.2 3.2 0.8

目 境 4.9 4.7 9.6 3.1
項 13 10 10 1.4
目 10 93 1 20

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.05 0.07 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 1.1 0.49 1.3 0.76
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.13 0.11 0.59 0.032

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市出庭（　　１３　　）

　　　　　［類　　　　型］ 今井川　（出庭）　　　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 13:48 13:58 13:45 13:13

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 33.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 24.3 31.0 16.1 11.5
12 15 1.0 2.3

河 0.58 0.64 0.15 0.37
般 2.0 1.9 1.9 1.9

川 0.17 0.21 0.06 0.05
39 >50 >50 >50

項 生 8.5 8.8 9.8 9.1
活 11 8.8 12 12
環 2.1 1.4 1.7 1.2

目 境 4.7 4.0 2.9 4.5
項 16 6.4 0.6 15
目 10 62 7 22

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.06 0.04 0.04 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.89 0.57 1.4 0.97
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.077 0.075 0.047 <0.005

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.004
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市出庭（　　１４　　）

　　　　　［類　　　　型］ 野洲川（出庭）　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 14:18 14:25 14:13 13:35

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 31.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 25.2 31.7 15.6 9.9
210 270 860 240

河 0.26 0.35 0.67 0.37
般 47 40 52 52

川 0.29 0.31 0.41 0.20
>50 >50 >50 >50

項 生 8.3 9.3 8.7 8.4
活 10 9.5 12 12
環 2.0 0.9 2.0 0.7

目 境 3.5 2.8 3.3 2.3
項 5.0 1.1 8.0 0.6
目 4 3 330 2

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.04 0.03 0.01
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.53 0.33 0.55 0.65
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.027 0.031 0.013 0.018

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） <0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 石部町石部（　　１５　　）

　　　　　［類　　　　型］ 中の井川上流（湖南市）
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 14:47 14:56 14:20 14:08

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 25.0 31.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 22.2 29.7 14.2 9.0
170 200 <0.001 0.68

河 0.65 0.62 <0.001 0.25
般 3.0 3.5 3.0 3.0

川 1.5 1.5 <0.01 0.02
35 >50 >50 >50

項 生 7.5 8.0 7.5 7.6
活 8.8 9.1 10 11
環 1.8 2.6 1.0 <0.5

目 境 4.1 4.4 2.1 2.5
項 15 6.8 0.8 0.6
目 18 83 12 8

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.04 0.03 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 1.1 0.51 0.60 0.99
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.087 0.048 0.013 <0.005

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市六地蔵（　　１６　　）

　　　　　［類　　　　型］ 葉山川上流（六地蔵）
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 9:05 9:03 8:57 8:50

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 20.0 29.0 9.0 7.0

一 水温（℃） 19.3 28.1 11.9 8.2
0.060 1.7 0.24 0.54

河 0.15 0.21 0.16 0.23
般 4.0 4.4 1.9 1.9

川 <0.01 0.03 0.01 0.02
>50 >50 >50 >50

項 生 7.5 7.4 7.2 7.1
活 8.0 7.0 9.6 10
環 1.7 1.0 1.1 1.1

目 境 3.7 5.7 3.0 2.5
項 2.2 2.0 1.4 0.8
目 90 140 90 8

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.06 0.07 0.06 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.74 1.0 0.61 0.66
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.021 0.036 0.007 0.012

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.002
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市安養寺（　　１７　　）

　　　　　［類　　　　型］ 葉山川中流（安養寺）　　　　
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 15:10 15:25 15:13 14:29

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 25.0 31.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 21.8 30.4 12.7 9.0
20 35 29 28

河 0.14 0.15 0.14 0.13
般 6.0 7.2 6.0 6.0

川 0.40 0.53 0.56 0.59
>50 >50 >50 >50

項 生 7.6 7.4 7.6 8.2
活 8.7 6.3 11 14
環 1.6 2.4 1.0 0.9

目 境 4.2 7.2 3.5 3.8
項 3.0 4.8 1.2 1.4
目 28 210 73 12

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.06 0.07 0.07 0.05
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.52 0.99 0.56 0.80
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.030 0.062 0.012 0.015

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.030
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） <0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

　　地点名（地点統一番号） 栗東市中沢（　　１８　　）

　　　　　［類　　　　型］ 葉山川下流（中沢）
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 10:54 11:00 10:37 10:25

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 21.0 31.0 11.0 7.0

一 水温（℃） 21.9 29.3 12.6 7.5
11 6.6 5.0 2.2

河 0.45 0.59 0.74 0.42
般 2.6 2.3 2.4 2.4

川 0.16 0.08 0.05 0.04
40 >50 >50 >50

項 生 7.2 7.4 7.0 7.6
活 11 8.6 11 12
環 1.2 2.0 1.3 1.2

目 境 2.8 5.9 3.0 3.6
項 12 4.0 6.4 8.0
目 24 91 39 64

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.05 0.05 0.02
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 0.64 0.72 0.58 0.61
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.035 0.061 0.027 0.024

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.003
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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　　地点名（地点統一番号） 栗東市出庭（　　１９　　）

　　　　　［類　　　　型］ 吉身川(出庭）
　　　　　　　年 月 日 R6.5.23 R6.8.26 R6.11.25 R7.2.17
　　　　　　　採取時刻 13:58 14:10 13:55 13:25

天候 曇り 晴れ 晴れ 曇り
気温（℃） 24.0 33.0 15.0 9.0

一 水温（℃） 26.3 31.1 14.9 11.4
4.1 3.6 1.2 2.2

河 0.17 0.22 0.18 0.20
般 2.0 1.9 1.9 1.9

川 0.20 0.15 0.06 0.10
27 >50 >50 >50

項 生 7.6 8.4 8.0 7.2
活 9.7 8.1 9.9 11
環 2.5 1.2 1.0 2.1

目 境 8.4 4.0 1.8 2.0
項 49 4.2 0.8 10
目 20 56 73 9

そ 陰イオン界面活性剤　 (㎎/L) 0.05 0.04 0.04 0.01
の Ｔ－Ｎ　総窒素　　　 (㎎/L) 1.9 0.53 0.50 0.87
他 Ｔ－Ｐ　総リン　　　 (㎎/L) 0.25 0.092 0.036 0.12

Ｃｄ　カドミウム　　（㎎/L） <0.0003
健 ＣＮ　全シアン　　　（㎎/L） <0.01
康 Ｐｂ　鉛　　　　　　（㎎/L） <0.005
項 Ａｓ　砒素　　　　　（㎎/L） 0.001
目 Ｔ－Ｈｇ　総水銀　　（㎎/L） <0.0005

Ｃｒ6+　六価クロム　（㎎/L） <0.005

ＤＯ　溶存酸素量 (㎎/L)
ＢＯＤ生物化学的酸素要求量 (㎎/L)

ＣＯＤ化学的酸素要求量 (㎎/L)
ＳＳ　浮遊物質量 (㎎/L)
大腸菌数  (CFU/100mL)

備　考

流量（㎥/min）
平均流速（m/s）
有効水域（ｍ）
平均水深（ｍ）
透視度（㎝）
ｐＨ　水素イオン濃度(-）
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令和 6 年度 大気環境調査結果 

 

①金勝小学校

調査項目

調査年月日(天候)

第1回　令和6年　5月22日～　23日（曇） 0.016 0.004 0.014

第2回　令和6年　7月16日～　17日（晴） 0.024 0.004 0.014

第3回　令和6年　9月17日～　18日（晴） 0.019 0.005 0.009

第4回　令和6年11月11日～　12日（晴） 0.005 0.005 0.007

第5回　令和7年　1月14日～　15日（晴） 0.002 0.004 0.021

第6回　令和7年  3月 5日～　  6日（雨） 0.005 0.004 0.011

平均 0.012 0.004 0.013
環境基準値               0.10    0.1   0.04

②大宝小学校

調査項目

調査年月日(天候)

第1回　令和6年　5月22日～　23日（曇） 0.032 0.006 0.013

第2回　令和6年　7月16日～　17日（晴） 0.024 0.004 0.014

第3回　令和6年　9月17日～　18日（晴） 0.026 0.004 0.012

第4回　令和6年11月11日～　12日（晴） 0.002 0.004 0.019

第5回　令和7年　1月14日～　15日（晴） 0.007 0.010 0.020

第6回　令和7年  3月 5日～　  6日（雨） 0.004 0.007 0.009

平均 0.016 0.006 0.015
環境基準値               0.10    0.1   0.04

③コミュニティセンター葉山

調査項目

調査年月日(天候)

第1回　令和6年　5月22日～　23日（曇） 0.033 0.004 0.013

第2回　令和6年　7月16日～　17日（晴） 0.022 0.004 0.013

第3回　令和6年　9月17日～　18日（晴） 0.020 0.004 0.012

第4回　令和6年11月11日～　12日（晴） 0.005 0.004 0.015

第5回　令和7年　1月14日～　15日（晴） 0.003 0.004 0.020

第6回　令和7年  3月 5日～　  6日（雨） 0.001 0.004 0.012

平均 0.014 0.004 0.014

環境基準値               0.10    0.1   0.04

④栗東市役所

調査項目

調査年月日(天候)

第1回　令和6年　5月22日～　23日（曇） 0.021 0.004 0.016

第2回　令和6年　7月16日～　17日（晴） 0.021 0.025 0.014

第3回　令和6年　9月17日～　18日（晴） 0.021 0.004 0.013

第4回　令和6年11月11日～　12日（晴） 0.002 0.004 0.017

第5回　令和7年　1月14日～　15日（晴） 0.006 0.004 0.021

第6回　令和7年  3月 5日～　  6日（雨） 0.004 0.004 0.012

平均 0.013 0.008 0.016
環境基準値               0.10    0.1   0.04

⑤湖南広域消防局中消防署

調査項目

調査年月日(天候)

第1回　令和6年　5月22日～　23日（曇） 0.026 0.010 0.016

第2回　令和6年　7月16日～　17日（晴） 0.018 0.006 0.019

第3回　令和6年　9月17日～　18日（晴） 0.021 0.006 0.019

第4回　令和6年11月11日～　12日（晴） 0.007 0.004 0.020

第5回　令和7年　1月14日～　15日（晴） 0.014 0.004 0.026

第6回　令和7年  3月 5日～　  6日（雨） 0.006 0.004 0.016

平均 0.015 0.006 0.019
環境基準値               0.10    0.1   0.04

浮遊粒子状物質
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令和 6 年度 公害苦情対応状況 

 
 

 

 

NO 七典型
通報

発見日
発生箇所 事象や現象・苦情の内容 指導・処理の内容

1 大気 R6.4.16 高野 解体工事による粉じん 散水量や回数を増やし、防じん対策を徹底するよう指導。

2 水質汚濁 R6.5.1 上鈎 事業者敷地から流れる水に油が含まれているのではないか 現地を確認土壌に含まれる鉄分と判断し、清掃等の対応を指導。

3 大気 R6.5.2 林 事業所がドラム缶で野焼きを行っている 焼却炉（適正基準）での焼却を確認。

4 騒音 R6.5.7 上砥山 造成工事の作業音が大きい 現地を確認。通報者、施工者との三者協議により軽減対応検討、実施。

5 騒音 R6.5.21 下鈎 造成工事の作業音が大きい 現地を確認。施工者に対し周辺に配慮するよう指導。

6 騒音 R5.5.30 安養寺 マンション階下の音がうるさい 管理会社に対し、個別に注意してもらうよう依頼することを推奨する。

7 水質汚濁 R6.5.28 小野 葉山川に濁水が流れている 降雨量が多く、近隣造成地（山）からの濁水を確認。

8 水質汚濁 R6.6.5 小柿 水路に雑排水が流れている可能性ある 現地を確認。調整池に滞留した水の流入あり。藻類の繁殖による着色と判断。

9 大気 R6.6.14 伊勢落 神社敷地内で野焼きを行っている 共用地（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場）の刈草、落葉処理のため自治会清掃としての適正処理を指導。

10 騒音 R6.6.17 小柿 近隣事業者が深夜に屋外で搬送作業を行う 苦情が出ていることを説明し、近隣へ配慮するように指導。

11 水質汚濁 R6.6.24 小柿 水路にｺﾝｸﾘｰﾄくずの様なものが流れている 建設現場からのｺﾝｸﾘｰﾄ切削水漏洩水路清掃を指導。

12 水質汚濁 R6.6.28 手原 道路・河川に油流入を発見した オイルマットやACライトを使い、油の回収実施。

13 悪臭 R6.6.27 林 隣接するﾄﾗｯｸ整備工場から臭いがする 発生源を訪問し、近隣から苦情が寄せられたことを伝え、でき得る配慮を依頼する。

14 悪臭 R6.7.9 下鈎 食品製造業者からの臭気がひどく指導してほしい 発生源に連絡市に苦情が寄せられていることを伝え、臭気対策の検討を指導する。

15 水質汚濁 R6.7.24 御園 農業用水路に油が流れている 発生源を特定、油回収実施。

16 その他 R6.8.27 川辺 水路に建築資材のようなものが流れている 現場確認実施一過性のものと思われるため、様子を見てもらうこととする。

17 大気 R6.9.4 林 野焼きをしている すいか耕作残さの焼却現場確認し、至急消火させる。

18 水質汚濁 R6.8.29 小野 川が魚の死骸で溢れている 川の水位低下による酸欠と判断。死骸の回収実施。

19 大気 R6.9.11 上砥山 野焼きをしている 農作地での刈草の焼却跡を確認。

20 悪臭 R6.9.3 下鈎 深夜に大きな音がし、その後異臭を感じた 対象事業所を調査するが、該当する事象を確認できず。以後も様子を見ることとした。

21 大気 R6.9.12 辻 田で野焼きをしている（時間外通報） 翌日に現場を確認するが、焼却跡を発見できず。

22 大気 R6.9.18 川辺 事業所が使用する焼却炉から黒い煙が上がる 焼却炉を適正に使用するように指導。

23 騒音 R6.9.20 御園 隣接地の工事音がうるさい 地盤改良工事を確認。翌日に終了することを通報者に説明する。

24 大気 R6.10.1 林 畑で野焼きを行っている 現場にて燻炭生成を確認する。行為者不在のため確認のみ。

25 大気 R6.10.1 林 畑で野焼きを行っている 燻炭の生成中であることを確認。現地確認のみとした。

26 大気 R6.10.2 六地蔵 田で野焼きをしている 畔草の焼却から、面的な焼却に広がる。消火するよう指導。

27 大気 R6.10.2 上鈎 野焼きをしている 現地確認を行い、以後行わないよう指導する。

28 大気 R6.10.8 上砥山 野焼きをしている 農地だが竹の焼却。今後行わないよう指導する。

29 大気 R6.10.11 上砥山 野焼きをしている 農業者が燻炭を生成。環境への配慮をお願いする。

30 騒音 R6.10.8 小柿 新築集合住宅隣接の工場音に対する苦情 既設工場と集合住宅管理会社の間で協定あり。管理会社に引き継ぐ。

31 大気 R6.10.16 伊勢落 野焼きをしている 宅地での焼却行為。今後行わないよう指導。

32 水質汚濁 R6.10.19 林 川に油が流れている 油の滞留はなし（流れた痕跡は確認）。

33 大気 R6.10.20 綣 田で野焼きをしている（時間外通報） 後日行為者宅を訪問し、環境への配慮をお願いする。

34 大気 R6.10.22 辻 田で野焼きをしている（時間外通報） 竹の焼却。後日行為者宅を訪問し、今後行わないよう指導する。

35 騒音 R6.10.25 上鈎 工事音、保育園の音がうるさい（詳細場所伝えてもらえず） 現地確認のみ実施。確認時は生活環境の阻害を感じられず。

36 大気 R6.10.25 伊勢落 野焼きをしている 宅地内での花草焼却。行為者に可燃ごみとして処分するよう指導。

37 大気 R6.10.25 上砥山 野焼きをしている 田の畔草焼却で行為者不在。消火済みであり現地確認のみ実施。

38 水質汚濁 R6.10.25 苅原 石原川に油が流れている 原因不明。少量のためマット未設置。

39 大気 R7.10.24 御園 野焼きをしている 現場確認時、行為者不在。段ボール等焼却跡から少量の煙があったため、完全に消火する。

40 騒音 R7.2.25 小柿 病院の空調室外機の音が大きい 現地確認を行うが異常音感じられず。

41 悪臭 R6.11.4 安養寺 （祝日、県に通報）塗料の様な臭いがする （県対応）現場確認時は臭気感じず。

42 騒音 R6.11.6 六地蔵 近隣建物のトタン屋根等が風でバタつく 建物所有者に適正管理をするよう指導。

43 悪臭 R6.10.25 小野 どこからかｺﾞﾑを焼却したような臭いが漂う 通報者以外臭いを感じず。発生源追跡不可。

44 大気 R6.11.21 上砥山 野焼きをしている 今後行わないよう指導する。

45 水質汚濁 R6.11.17 小平井 側溝鉄板蓋をトラックが跳ね上げオイルタンク破損 原因者にて油回収作業を実施させる。

46 騒音 R7.1.16 綣 解体工事を朝８時から開始している 施工業者に周辺への説明を徹底するよう指導。

47 大気 R7.1.23 小柿 宅地内で野焼きを度々行っている 現地訪問するが居住していないため行為者とは出会えず。啓発チラ シをポスティングする。

48 大気 R7.2.5 六地蔵 解体工事の粉塵がまい、車両が汚れる被害を受けている 工事施工業者に苦情内容を説明し散水量を増やすよう指導。

49 大気 R7.3.1 御園 消防署に野焼きの苦情が入った 行為者に対し、消防署から注意喚起を行う。

大気 23

水質汚濁 10

悪臭 5

騒音 10

振動 0

その他 1

合計 49


